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ま え が き

Loffler の症候群 あ るいは 好酸球性類 白血 病等と 呼 ば

れる発症要因不明 の， よく知 られた症候群 の中に，犬，

猫 を固有宿主とす る犬回虫｛To ，Γθごara　raがj） の第2 期

幼 虫が， 人体組織臓器 に長期間停留 あるい は移行するこ

とにより発症するもののあ ること が，　Beaver　（1952）によ

り明らかにされた ．

この知見にもとづ き，　Beaver　（1952）は，人を非固有宿

主とす る線虫が卵 の形で， 人に経口摂 取され，その幼虫

が人体組織内に停留， 移行することによ りおこる症状をvisceral

larva　migrans　（幼線虫内臓移行症）と名付けた．

このとき以来，このviscera 囗arva　migrans　ぽ かりでな

く，ひろ く， 大以外 の動物 を 固有宿主とす る 寄生蠕虫

（とくに寄生線虫） が，その非固有宿主 であ る人 の体内

において とる態度，運命，これに対す る人体組織 の反応

など につい ての大 きな興味 と関心 とが， 寄生 虫研究者は

もとよ 則 臨床医家によって も持 たれて きた ．

そ の結果，幾多 の新知見 が続出し たが，熱帯地域 にひ

ろ く分布し，　tropical　eosinophilia，　Frimodt－Moller症候

群，　Weingarten 病，あるいはeosinophilic　lungな どと

呼ばれてきた 原因不 明の 多 くの 症候群 の 中のあるもの

は， あきらかに，あ る種 の動物 寄生性 のFilariidae の線

虫が，中間宿主 である蚊の大体刺螫によ り， 大体内へ移

入 された結果起こ るものであることがBeaver （1961）に

よっ て確認されたこともその一つである．また，海棲哺

乳動物を固有宿主と す るPhilocapsulariinae　（Anisaki－nae

）亜科の線虫の中の数 種のものが，中間宿主であ る海

産魚類の生食によ り大体内に摂 取された結果，消化管に

腫瘤，潰瘍などを起こし，消化器疾患の原因の一つにな

るとい う，最近の我が国，および北欧における多 くの知

見な ども，臨床医家に とっ て深 く関心 が持 たれて きてい

る．

こ のような最近 の趨勢 をよく考 えて みると結局 は，寄

生蠕 虫のい わゆるhost －parasite　relationship　について，

従来 の概念に とらわれない，新 しい 自由な立場からの再

検討が必 要であるとい うことになる．そ こで，著 者は，

かかる立場 に立っ て， 各種の研 究を行 うことを志 した．

ところで， 柳井（1960）は， マ ウスお よびトノサマガエ

ルの腹腔内に各種の回虫卵を入 れて， その発育状 態や 宿

主の組織の反応などを報告してい る． それによると， マ

ウス内では， 郛の発育速度の小さい 豚回虫卵（単細胞期）

では，卵細胞はせいぜい4 ～8 細胞までし か発育せず，

その後変性する が， やや発育速度の大きい犬回虫卵では16

細胞まで発育し，虫卵の発育速度の大きい馬回虫卵で

は，単細胞期卵 を入れて 仏 幼 虫包臓卵に まで発育して

い る．し かるに， 自然界におけ る回虫卵の発育について

の好適温度であ る30 °C 前後にお かれたト ノサマガエル

の腹腔内で は， 豚回 虫卵で さえ，　95 ％以上 も 幼 虫包臓

卵 にまで発育してい る．こ れらの知 見から，著者 は，発

育速度 が非常に大 きく，外 界に於いて容易 に孵化す るズ

ビ ニ鉤虫あるい は犬鉤虫の虫卵 を，上記 と同様に処理 す

れば， どうであろ うかと考えた．ことに鉤虫卵は， 高温

に対する感 受性鈍く，37 ～38 °Cでは90 ％ぐらい のもの

が発育し， 幼 虫が孵化す ることは，篠原（1907）をはじ

めとし， 富士田ら（1952）もく わしく報じてい るからであ

る．

すなわち，これ らの鉤虫卵ならば，マ ウス の腹腔内 と

い う高温度下，宿主の防御機構の存在下 とい う不適な条

件下に置 かかれて 乱 容易に発育し，幼 虫が孵化し得 る

かも知れない．また もし孵化した湯合，如何な る発育段

階 まで生存発育し得 るかは，甚 だ興味 のあるとこ ろであ
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る． また，孵化した幼虫な らば， それ がたとえ，外界に

おけ る第1 期，第2 期の発育段階にあ る幼虫であろうと

仏 卵よ りはさらに高温に対して強いので（古山，　1933）

卵 の場合よ りはずっ と生存発育の可能性 が大きく， 場合

に よっ て は，第3 期幼虫以上に発育す る可能性 もある．

ことに低温に体温 を維持し うる蛙 の体内であ れば，容易

に孵化 発育して，第3 期幼 虫が得 られ るのではない かと

考えられた．感染型 であ る第3 期幼 虫が出来 れば，これ

は生 体内において， 長く生存 し得 るこ とは，今迄 の知見

からも充 分 推 定出来 る． もしこの 様 な推定 が 実現す れ

ば， それだけ でも貴 重な新知 見となるが，そ れだけで な

く， 幼虫の非固有宿主の異所 組織内にお ける態度，運命

および宿主組織の反 応につい ての諸種の新らしい 知見 が

得 られることになる．

このことはさらに，卵 ない しは幼虫の発育に関与す る

各種要因の分析のいとぐちを与え， ひいてはhost －para－site

relationship，　についての著者の目的とする基礎的 な

考察に対し， 貴重な資料 を与えることになる．このよう

な考え のも とに， 著者は以下に述べ る諸実験 を行っ た．

実験材料および方法

虫卵 ：

検便 により，犬鈎 虫部 を検出した大 を屠殺し，小腸 か

ら犬鈎 虫（ん・び石がome　canimuti）を採取し，そ の中 から

成 熟し た雌 虫をえらび，子宮 をとり出し，子宮分岐部よ

り上方2mm 以内 の内容 をとり出して，鏡検に より受精

卵であるものの場合に のみ， それを集 めた．

つい で， この卵 を1 ％ ホルマリン水に30 分 間浸漬し

て滅菌 した．犬鈎 虫卵 は， この濃度 のホルマリン水に よ

っ ては，何 らの障害も受 けない ことは，充 分たしかめら

れてい る．その後， 滅菌蒸溜水で頻回水洗し， フォルム

アルデヒドをできるだけ除去し，　1　mlの水中に 約2500

個の卵を含む浮游液として， 実験にそなえた． なお，犬

鉤虫感染犬の糞便 を換水集卵法により集卵し，つい で，

飽和食塩水によ 卵孚游させ集 めた犬鈎虫卵 をも実験に供

した．こ の場合も，子宮内卵 の場合 と同様に，1 ％ホル

マ リン水にて滅菌し， 滅菌蒸溜水にて 水洗後，　1　mlの

水中に約2 ，500個 の卵 を含 む浮 游液 として，実験にそな

えた．

ただし，こ の糞便内卵 は，最初 の数回の実験に使用し

たのみで，子宮内卵 が糞便内卵 と同様 な態度 をとるこ と

がたし かめられた後 は実験に はもっ ぱら子宮 内卵 のみ を

使 用した．
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幼 虫：

犬約 虫感染犬 の糞便 を上記 の ように， 換水集 卵した

後，そ の含卵 糞便残渣 をシ ャーレ内濾紙培 養に 付し，1

週 間あ るい はそ れに近い 日に，シ ャーレ内 の水中 に溶出

してい た幼 虫を集 め，そ れが犬鈎 虫の第3 期 幼虫である

こ とを鏡検に より確 かめて から虫卵の場合 と同 様に，1

％ ホル マリン水に30 分 間浸漬後， 滅菌 蒸溜水にて 何回

も水洗し，1m ！ の水中に 約2 ，500隻の幼虫を 含むよ う

にして， 実験にそなえた．

第3 期幼虫は，1 ％ ホルマ リン水に30 分間 浸漬して

も，何 ら障害を受 けない ことは，すでに， 松崎（1939a）

により確められてい る．

なお，上記のよ うな培養法によ り培養した際，3 日目

の水中に第2 期幼虫が多数溶出していた場合 があっ たの

で，この第2 期幼虫 も第3 期幼 虫と同様に処理し て，蛙

の場合の実験にそなえた．

非固有宿主：

実験 の便宜上，哺乳動物 とし ては， 寄生 虫の存在を認

めない純系 のマ ウス をえらんだ．

また，約虫卵および第3 期ま での幼虫 の発育に好適 な

温度であ る26 ～32°C に体温を維持し うる変温動物 をも

対照 として の意味 もあ り，実 験に使用し た．魚類 のよう

な変 温動 物の場合， 相当大 きな温度範囲におい て，体温

が飼育環境 温度 と同一に なるとい うことは，すでにPros －ser

　（1952 ）により， くわしく確か められていることであ

る．こ の変 温動物 として は，ト ノサマガエル（尺ana　ni－gromaculata

） の外，金魚， 鰉， 鮒を えらんだが，鰉，

鮒の両者は，飼育が困難で， 長 らく生存させてお くこ と

ができない ことがわかっ たので，その使用 を断念し た．

結局， 使用し得だのは，ト ノサマガエルと金魚 とだけで

あっ た昿 金魚についての実験では，成績 が非常に不定

で， 良好な結果が得られず，し かも，体 の大 きさが小 さ

くて， 実験 もや りにくかっ た．そこで，実験 は， もっ ぱ

ら， トノサマガエルで行 うこ ととなっ た．こ のト ノサマ

ガエル の飼育 は，夏期 の高温時（26～32°C）に，約1 　cm

の水深に水 をはっだ水槽 を用い た．

上記 のよ うな実験材料 を用い て，以 下に 記するような

実験 を行っ た．

虫卵お よび 幼虫の宿主体内 への注入 に当っ ては， 上記

の虫卵 浮溶液0 ．5　ml　（　8細胞 期までの卵約1 ，200～1，300

個 を含 む）， あるい は含 幼虫水0 ．5ml　（1，000～1 ，500隻

の第3 期幼虫あるい は第2 期 幼虫を含 む）を実験動物の

左 下腹部から腹腔内に注射器で注入する とい う方法 をと

（459 ）
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つ た．実験動物は，1 群約30 匹とし， 虫卵 あるい は幼

虫注入後，12 時間目を第1 回 とし，1 日目，2 日目，3

日目，4 日目‥‥と，20 日目まで11 回にわたり，そ れ

らの動 物の うちから2 ～3 匹 ずつ を屠 殺し観察するこ と

とし た． まず剖検し て， 肉眼的 に，結 節形成 の有無， そ

の場所， 数，性状 などを観察した後，主 要各 臓器，組 織

あ るい は結節を逐一摘出して，2 枚 の載 せガラスに圧平

し， 通常の検便の要領で圧平標本 とし て，顕微鏡下に観

察を行っ た．

なお， マウスの場合 には，屠殺前に尾端切断に より末

梢血 液像を観察し たが，生じ た白斑結 節の病理組織像 は

マウスと蛙との双方 につい て観察し た．病理 組織 の検 索

に は， ホルマリン固定， パラフ ィン包埋， ヘマト キシ リ

ンー エオジン染色に よる病理組織標本 を用い た．

実 験 成 績

1） マウス体内に移入 された犬飼虫卵お よび鈎 虫幼虫

の態度について ：

a） 腹腔内に注入 された虫卵について

左下腹部 の腹膜腔に注入された 虫卵は12 時間後 には

注射局所 より， 上腹部諸臓器 （肝， 胃，脾，膵） 大網

膜，横隔膜下面等に 多数認 められ る． 大部分は数10 個

または，10 数個の集団 をなして見 られ るが，数個 が遊離

している もの もある．大部は卵である が既に卵内に仔 虫

が形成されている ものもある．（写真1 ） また不明瞭な

顆粒の多数出現した変性卵も相当数存在す る．

24 時間後には， ほとんどすべてが 仔 虫包臓卵となる ．

（写真2 ）併し桑実期のもの， また多数 の変性卵も認めら

れる． また一部には孵化するものが見られる．（写真3 ）

この時期には上腹部諸臓器の腹膜上の圧平 標本 では， 虫

卵集 団は鏡 下に薄く， 透明な粘膜様 のもので包 囲されて

い るものが多い．

2 日目では殆 んどすべての幼 虫が孵化してお り，体 長

は平均0 ．28　mm，　体幅は平均0 ．017　mm　であ る，（写真4

） なかには強屈光性 の粗 大顆粒が沈着し，食道 球もよ

く発育 し， 体長も増 長して，盛 んに 屈伸運動 をするのが

見 られる．（写真5 ）1 回の脱皮 を行い 第2 期 幼虫になっ

たものと考えられる．

3 日目頃には， 胃や 肝や 脾の臓器表面に粟粒大乃至罌

粟実大の白色の結節が，臓 器腹膜に固着して， また時に

遊離 して明瞭に認 めうる程に形成 され，幼 虫や 虫卵 は主

としてこの中に認 められる． （著者 はこれを白斑結節と

名づけ る）数 十隻 ない しは，数10 個， 変性卵 も 含 めて

（460 ）

の各種の発育過程のものが認められるが，3 日目では第2

期 幼虫が大部 分を占める．鉤虫卵 を注入し た場合 この

様な 白斑 結節は2 ～3 日目頃 から， 上腹部諸 臓器 表面

に， 毎常特 異的 に形成 されそ の他 の部位に 虫卵及 び幼虫

を発見す ることは殆 んどない ．した がって以後， この白

斑 結節 を恰 好の目標 として検索 した．

4 ～5 日目からす でに，白斑結節中 の幼 虫のい くらか

に， 体内に不明瞭 な色調 の混濁 した大小 の顆粒，空泡状

物 が出現 して，更に汚穢灰色 泥状に崩壊，変性して膨化

する幼 虫が認 められる様に なる（写真6 ）こ の時期 の白斑

結節 は色調 が，もっ とも濃厚で うすい灰褐色 を帯び，周 囲

と癒着し， ルーペで拡大す ると細い毛様血管 が拡張 して

暈輪 となっ て認 められる．

7 ～8 日目頃 の白斑結節中 の幼 虫は，大部分 が死滅し

変性透明化して，吸収 される過程 のもの が目立つ，（写真7

）併し尚活発に運動ナ る第2 期幼 虫もあ る．

10日目頃では，腹腔内に発見され る白斑結節の数 も少

く，また小さくな り，圧平標本にて，3 頭のマ ウス のう

ち，ただ1 匹の生存す る第2 期幼虫 を得たのみであ る．

殆ん ど全ての幼虫 も虫卵 も吸収され，ただわず かな変性

虫体 を認 めたに過ぎぬ．

14日目のものでは， 白斑結節 も殆んど認められず，た

だわずかに2 個の横隔膜下面に形状された小丘状白斑中

に崩壊， 吸 収過程の 虫体の残骸を認め得た．（写真8 ，9

）

18日目のマ ウスでは，3 頭のマ ウス共腹腔には何 らの

所 見がなく， すべてが消失してしまっ てい た．

b） 腹腔内に注入された第3 期幼虫について

12 時間日，多 数の第3 期幼虫は，腹腔洗滌液の沈渣の

中に活 発に運動して見られる．既に全部が脱蠹し，被鞘

のあるものは認められない． よく洗滌した上腹部諧臓器

を，圧平 標本 により検索し， 肝臓，自， 小湯内容に わず

か数10 隻のみ認 められたが， 胸 腔内及び肺 には 認 めら

れなかっ た．筋肉では横隔膜，腹筋に多 く， 何れの場合

も脱嚢した幼 虫が，数10 隻， または10 数 隻集 団をなし

或いは， 個々に活発な運動を示してい た．

24 時間目，や はり腹腔洗滌液， 腹筋，横隔 膜に大多 数

の幼虫を認める．何れも活 発に運 動し，変性 死亡するも

の1 隻 もなし． 肝 胃yJヽ腸内容に10 数 隻の 幼 虫があり，

また肺臓に於 ても 数隻 が証明出来た． 体 長は0 ．69　mm

最 小0 ．53　mm で， 体輻は平均0 ．027　mm であっ た．

腹腔 内の肉眼的所 見は， 正常の場合 と殆 んど変 らず，

わずかに上腹部諸臓器表面が発赤 を帯 びる如 く感 ぜられ



た が，注射局所 の左下腹部には，限局した粘膜様物の附

着 があ り，そ の圧平標本に も，多数 の幼 虫を認 め得た．48

時 間目，腹腔洗滌液中 の幼 虫数 が 目立っ て 減少し

た．殆 んどの幼 虫は腹 筋中に認 められ，横隔筋内にも10

数 隻， その他胸筋， 頚筋に 少数 ながら 認 め得 たに 過 ぎ

ぬ．腹腔内の所 見は，正常 のマウスと殆 んど同 様で何 ら

の病変 を認められない が， 腹膜 （特 に小網） 膵臓部等に

は10 数隻の幼虫を認め得た．

4 ～5 日目，殆んどの幼 虫が腹筋中に認められ，一部

が胸筋中に移行してい る．横隔 膜， 腹腔洗滌液，上 腹部

腹膜中にわずかに認 められるにすぎぬ． 腹腔内の病変 は

皆無で， マ ウスは極 めて元気である．幼虫はご くわずか

に発育して，最長0 ．71　mm を示すもの があ るが， 体幅

は平均0 ．028　mm で殆んど変化を示さない ．

10 日日頃に至る と， 発見される 幼虫数も 全体 として

稍減少し，24 時間目，及び48 時間目頃の約1／5程度にな

る．腹筋，胸筋，横隔膜の順で殆ん どの ものが筋肉中に

あ り，そ の，他の部位には少数が見られ るに過ぎぬ．

20 日目には， 尚数10 隻の活発に運動する幼 虫を主と

して腹筋中に，極く一部に胸筋中に認 められたが，著明

な幼 虫数 の減少 が目立つ ．また体長，体幅 ともに増加せ

ず，今迄 の所見 でも口嚢様 のもの を認 めたものは1 例も

な く，少 くとも第3 期幼 虫以後に は発育し得ない ものと

考 えられる．腹腔内 の病変は全 くなく，マ ウスは極 めて

元気 であ る．体長 の変化 の様子 は第1 図B に示す ようで

あ る．

鑞

長

ヘ

メ

丶、J

1

2　3　4　5　6　7

日　 數

10 15 20

第1 図　犬 鉤虫卵（8 細胞以 下） と， 犬鉤虫被

鞘 幼虫を非固有宿主体内に投与 後の

体長増加の比較（平均値）．

c） 宿主側の反応

マウスの尾端切断によ る末梢血の血液像について， 白

血 球数 の増加，好酸球 の率 の増加の如何 を検査したが，

す べて の マ ウスについて， 白血球数はn000 ～19000 の
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間にあ り， かっ， 虫卵や幼虫の移入後に増加 の傾向をた

どっ たものはなく， 好酸球の率は0 ．5～3 ％ の 間にあっ

てこれまた，増加の傾向はみ とめられな かっ た．

上記 の白血球数や好酸球の率は， 文献に徴す れば正常

な範囲の値であり， 異常なものではない．

d） 病理組織学的所見

虫卵を腹腔内に注入した場合，上腹部諸臓 器表面に形

成される白斑結節 の組織病変 を経時的に観 察すると， 出

現す る細胞の主体 をなす ものに多 少の相違 が見られる．

し かし 虫卵及び第2 期 幼虫共 結局 は，浸 潤細胞によっ て

処理吸収 され るのであ るから，そ のもっ とも旺盛な5 日

目 の結節 について， マウスの横隔 膜下に形 成された結節

の病理組織所 見を記 すこととする．

肉眼的に認 められた白色の結節は， 組織学的には3 層

の構造 からなる．（写真19 ） すなわち その中心部には，

梳 か濃縮破壊し た白血球の密な集団が存在し，こ れをと

りかこんで原形 質が豊富で弱好酸性を示し，長円形，腎

形 または亜鈴状の核色質に乏しい 梳 を有す る細胞， すな

わち類上皮細胞に極 めて類似する細胞が厚い層 をなして

い る． この類上皮細胞層内に少数の虫卵 を認 めた．（写

真20 ）尚虫卵以外に飼虫体の一部 とお もねれる黄色 光輝

性組織片が認められ るが，第2 期幼虫に 相当 するものは

認められない．

類上皮細胞層の外側に は，同心円状 または所 によっ て

は結節の中心に向って垂直に のび るように線 維芽細胞，

線維細胞が増殖し，そ の間隙及び外側に は高 度の大単核

球並びにリンパ球様 細胞浸潤 を認 める，（写 真19 ，　20）

尚腹膜面では，諸処 で腹膜上皮 細胞 が消失 し，こ の様

なところに核色質に 乏しい ほぼ円形 ない しは腎円形梳 を

有する大単核球，並びに少数 のリンパ球様細胞が限局性

に浸潤し，小結節 を形成 する．こ の様な細胞浸潤 は，特

に細血管周囲に著しい ．（写真21 ）同 様の細胞浸潤 は腹

膜下 の脂肪組織 間に も見られ瀰漫性または月ヽ結節 状に浸

潤してい る，（写真22 ） ここでは多 少の好酸球，形 質細

胞 の出現 も認 められる． 尚細血管の充血像，間質 結合織

の浮腫 も著明 である．また上記細胞の一部が，腹 腔内に

遊離し て見られる．

2） トノサマガエル体内に移入された犬飼 虫虫卵およ

び犬 鈎虫幼 虫の態度について：

a） 腹腔内に注入された虫卵について （第1 表）

この場合の虫卵の態度．運命および宿主側 の反 応 は，

基本的にはマ ウス体内に於け る揚合 と異 ならないが，下

記 の点におい て，相違 がみとめられた．

（461 ）
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虫卵 から孵化した幼虫の うち検出しえたもの の数が多

く，運動 も活発であり， 体長もマ ウスの場合よりやや 長

くなっ た．しかし， 発育段階としては， 第2 期までであ

り，第3 期 に達 したものは， 一切 見当らない． （第1 図A

お よび第1 表参照）

b） 腹腔内に注入された第3 期幼虫につい て（第2 表）

この場合 には， マウス体内にお ける場 合とい ささか異

っ だ所 見が得 られた．

まず，幼 虫の検出 される部 位がマウスの場合 とは異 な

り，第2 表 の如 く虫卵 と同様上腹部諳 臓器表 面に形成 さ

れる白色 の結 節中に多 く みとめられ（写真10 ）， 筋肉中

に はごく少 くし かみとめられなかっ たことである， （同

様に 白斑 結節 と名づけ る．） また， 虫卵 の場 合と同様，

マウスに くらべて，こ の白斑結節中 の検出 虫体数 も多い

ように 見受け られた．

次に，幼 虫はマ ウス の場合にく らべて，体長 の増加 が

著し く，第1 図お よび第2 表に見 るご とく，最初，平均600

μ ぐ らいであっ た が，日を逐 うにし たがっ て平均700

～750 μ に達し， 約840 μ に まで達 したも のもあ る，

そ の運動も活発で，幼 虫の食道中部よ り後部の体幅が

大きくな り，体構造に粗大顆粒が多くな り，太く．たく

ましい感じで，あた かも蛇の うね る よ うな 感じで あっ

た．発育段階としては，犬鉤虫の第3 期幼虫が犬に感染

した後と同程度の， いわ ゆる第3 期の後期に達したもの

と考えられる．（写真13 ，　14，　15，　16）

特記すべきこととしては， これらの検出虫体の一部の

ものには，5 ～6 日目ごろ から， 写真 （17，　18）に示す

よ うに， 囗蠹様の もの （原始 囗嚢） が認 められ，尾端 の

形状 から雌雄の別さえ判別し うるよ うになっ たこ とであ

る．第3 期の最後期 から第4 期 のごく初期に まで達した

のではない かと思 われ る．こ れらの幼虫 を20 日目まで観

察し たが，尚活発に運動す る幼 虫多数 を認 めた．

c） 腹腔内に注入された第2 期幼虫について

以上 の実験 とは別個に， シャー レ内濾紙培 養3 日目の

水中 から第2 期幼虫が得 られ たので，トノ サマガエル15

匹について，同様の腹腔内注入実験 を行っ た．

この場合は， 上記第3 期幼 虫の場合 と同様，体形は ど

んど ん発育して， 食道 も 著明に延び， 食道 球部 も 太 く

明瞭となっ て，3 日目までに第3 期幼 虫に達す る（写真n

）． その後 も発育増長して，6 ～7 日目ごろに は，第3

期幼虫 を注入した場合と同様 の体形 を示し（写真12 ），　20

日目に達した．

d） 宿主 組織の反応

（463 ）
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上にの べたよ うに，蛙 腹腔 内に移入された虫卵および

第2 期．第3 期幼 虫は， その大部分が結節内にとられ，

そこで，発育 ・孵化 ・変性 ・融解・吸収，あるい は生存

な どの過程 をたどる．

虫卵 を注入し た場合 には， 結節の病理組織像は， マ ウ

スの場合 と殆 んど異ならない ものであっ た．しかし，第3

期幼 虫を注入し た場合 には 肉眼 的には 写真10 に示し

た様に，虫卵注入例 と同 様な白色 の結節が形成されてい

るが，病理組織学的に は， 虫卵注入時の結節 とはいささ

か異なっ た所見 が得 られた．

すな わち，蛙腹腔 内に 第3 期幼虫を 注入した後10 日

目のノJヽ網は著るし く肥厚 し， その中に多 数の大小不同 の

ほぼ円形の蜂巣状 の結節形成 が 見られる（写真23 ）．小

さな結節では，し ばし ばその中心 部に仔虫体断面が見ら

れ，これ の周囲に明 るくて豊 富な原 形質を有し，核は色

質に乏しく，類円形 ・腎形 の類上皮細胞または大単核球

が厚い 層 をなして存 在する（写真24 ，　25）． 大きな結節

では， しばしばそ の中心部 が凝固壊死に陥っ てお り，核

破砕物が多くな る（写真26 ）． 結節の最外部には数層 の

同心円状に並 んだ線維 細胞 が見られるが， 虫卵注入時 の

様な強い細胞浸潤は見 られない （写真24 ．　26）．

結節以外では結合織 が増生 し，好 中球・好酸球な らび

に リンパ球細胞 の浸潤 が見られる．なお ，虫体 をと りま

い てい る大単核球 の間に かなり多数 の好 酸球が浸潤して

い る例もあっ た．

3） トノサマガエ ル体 内に て発育した犬鈎虫幼 虫の固

有宿主復帰実験 ：

上記の2 ）に のべた蛙 体内 の第3 期幼 虫が犬鉈 虫であ

り， かっ ，固有宿主であ る犬 の腸 内にて成 熟し，寄生 が

成 立して産卵す るかどうか．す なわち， これらの幼 虫が

正 常なものであ り，固有宿主復帰性 をもっ もの かどうか

を検討 するた めと，考察 の項に のべるよ うな観点 から犬

につい て固有宿主復帰実験 を行っ た． 検便によ り犬鈎 虫

卵の発見されない，3 ヵ月 の仔犬3 頭に， 念のた め鈎 虫

駆 虫薬（diphenthane　70　とmethylbenzene の混合物）

を服用させ，そ の上で，蛙体 内に注入後7 日目 の白斑 結

節 内の第3 期幼虫 （第4 期 のご く初 期と思われ るものを

も含む）を数100 隻，パ ンと共に 経口的 に投与し た．

その後毎日，糞便の検査 をした とこ ろ，3 頭 と 仏 工0

日目の糞便中に犬鈎虫卵が みとめられ， その後 日を逐っ

て， 卵数が増加していくこ とが認 められた．14 日目 に，

こ の3 頭 の大を屠殺した ところ，3 頭 ともに，腸内に数10

隻の大小の犬飼虫成虫 をみ とめた ．
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この際， マウスにおけると同様の観点から，犬 の末梢

血 を前肢の静脈から採 血し， 血液像を観察した． その結

果，3 頭と 蝠 好酸球の率は投与翌日のO ～1 ％から，

日を逐っ て増加し，屠殺前日の13 日目には，第3 表およ

び第2 図の如く，9 ～14 ％に達した． 増加のカーブから

みて， この後はさらに急激に増加す るもの と思え る．

第3 表　イヌ鉤虫幼 虫経 口投与後 の好酸 球％

犬No ．　1

実
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犬
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．
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第2 図　イヌ鉤 虫幼 虫経口投 与後の好酸球％

ちなみに，健常な犬の好 酸球の率は，0 ～5 ％が普通

であり，事実この実験の外に，腸管寄生蠕虫の見当らぬ

犬2 頭についての数 回にわたる計測では2 ～5 ％ とい う

値 を得ている．

著者は， 今回の諸 実験に於い て， 結節中の虫卵から孵

化した幼虫が， 変性 ．崩 壊． 吸収されてい く過程を， マ

ウスについ て，その白斑結節の連続組織切片標本によっ

てあきらかにしよ うと試みた．しかし， 肉眼 的にも観ら

れた様に， 第2 期幼虫の発育限界で ある10 日目頃の所

見では，白斑結節は細小 で， その数も少なく， 圧平標本

（464 ）

で も，ごくわずかに幼虫の崩壊． 吸収の過程 を観察出来

たが， 病理組織学的に第2 期幼虫の， その様な崩壊過程

を観察することは遂にできなかっ た．第2 期幼虫は，一

旦， 変性し始 めると，非常に速や かに崩壊． 吸収されて

しま うこと が圧平標本 から観察された．

第3 期幼虫の変性崩壊像は，蛙の腹腔内白斑結節中に

認 められた． 写真23 ，24に見 られ る様な小網の著 るしく

肥厚した巣状病変の，大小不同のほぼ円形の小結節中に

各種形態に出現する幼虫体断面および幼虫に由来す ると

考えられる虫体の変性崩壊物および凝固壊死像 として，

一応観察出来た．

考　察

上記諸実験に際し， 経時的 観察で，1 実験群約30 匹

の観察成績 から，一 定の法則性を見出だすことは，例数

の少数 さのため1 見危険に思える． しかしながら， 鈎虫

子宮内卵の実験につい ては，採 卵手技及び採 卵条件の困

難 さのため実 験に習 熟す る迄は，糞便 内初期 発育卵につ

い て， 虫卵材料 の項 でも記 した様 に，数 回の予 備実験を

してい るので実際に行っ た虫卵注入実験 例数 はその2 倍

以上 に達 する．また虫卵及び幼 虫を用い た夫々 の各種実

験 相互 の問に は，一応 の共通点 と一定 の傾向 が認 められ

るので，こ の一群 の実験に よっ て 仏 著者 として は，そ

の再現性 はかな り高い成績 を得てい るものと言っ てもよ

い と考えてい る．

さて，今回新 らし く 得 られ た 知見に ついて 考 えてみ

る．

まず，犬鈎虫卵 がマ ウス腹腔内 のよ うな高温・生 体防

御機構の 存在・低酸素分圧な どの 条件下 に もかか わら

ず，順調に発育して，幼 虫が孵化し，その上，第2 期幼

虫に まで発育するこ とが判明したことは，著者の最初 の

見込み どお りであ 貼 興味深いこ とであ る．

こ のうち，卵内に幼虫 が形成されたことは，まえがき

に ものべたよ うに， 犬飼虫卵 の 発育速度の 大きい こ と

と，その高温（38°C）に対する感受性が豚蛔虫卵よりは

小さいことなどにも とづくものと思え るが， いずれの条

件がよ り基本的なの かは，このことだけでは判然 としなV

．ヽ

つぎに， 形成された幼虫が孵化し， し かも第2 期幼虫

にまで発育したことも， 約虫幼虫の孵化・発育に関す る

諸要因 につ いて考える上に，重 要な知見であ る．

しかしながら， 白斑結節内にとじこめられたまま， 第2

期 幼虫にまで発育した幼虫は，2 週間ほ どで，変性・



融解・吸収 されてし まい，第3 期に までは発育し なかっ

た．

つ まり，マ ウス体内は，犬約 虫の外界におけ る発育段

階であ る第2 期幼 虫の生存・発育には不適であ るとい う

こ とにな る．

こ の知見から，著者はAfrica 　（1936 ，　1938）が蛔虫卵

について，寄生虫 自家感染可能性 の問題について，興味

あ る観察並びに実験 を行ってい るけれ ど乱 少 くとも約

虫卵 の場合は，その可能性はなくなっ た と言い得るよ う

に思える．

一方，犬鈎虫卵 を， 体温を幼虫の外界における発育好

適温度である26 ～32゜C に保っ た蛙の腹腔内へ移入して

仏 やは り，マ ウスの場合と同様な結果とな り，第2 期

幼虫よ りさきへは発育しない所見が得られた．

こ うなると， 第2 期幼虫の発育を阻害し，変性させる

要因 としては， 温度条件以外の条件が大きい とい うこ と

がはっ き りしてくる．

卵から孵化発育させた第2 期幼虫は， 上記のよ うであ

っ たが，外界の濡紙培養で得た， 蛙腹腔内に移入された

第2 期幼虫は， 主として 白斑結節内にて どんどん 発育

し，第3 期幼虫の最後期にまで至るとい う知見が得られ

てい る． この知見からは， 蛙腹腔の白斑結節内とい う環

境は， 第2 期幼虫を死滅させるものとは言えなくなる．

しかし， ここで考えねばならぬことは，死滅 する第2

期幼虫は， 蛙あるい はマウスの腹腔内に形成 された白斑

結節内で孵化発育したものであるのに， 第3 期 にまで 発

育する第2 期幼虫は， 外界にて培養したものであるとい

うことであるる．

したがっ て，上記 の興味 ある矛盾 は，こ の相 違によ る

ものと考える外 はない ．

しかし， この相違が何を意味 するのかについ ては，未

だあきらかに論ずるこ とはできない が，つ ぎのようなこ

とは考えられるであろう．

1） 犬鈎 虫の第1 期 ・第2 期 幼虫の発育にとっ て，蛙

腹腔の白斑結節内とい う環 境は， 栄養的にか， または呼

吸的にか， とにかく何か欠 けたものがある． そのため，

第2 期にまでは達 しても， そこ で死滅 する．し かし，外

界で第2 期 にまで発育したものには， そ うい う欠 損も影

響 はなく， 第3 期にまで発育する．

2） 宿主 組織 の防御機転が発動し， それが充 分に奏効

して， 第1 期あるい は 第2 期幼虫を 死 滅させる までに

は，長い 時間が必 要である．そのため，卵 からの幼 虫は

第2 期 になっ たころに， 防御機転により死滅されるが，

（465 ）
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移入された第2 期幼虫は，その防御機転により障害を受

ける以前に，感染型である第3 期幼虫に達する．

主要な理由が上記1）
＞　2
）のいずれであるかということ

は，今ただちに明らかにはできない，今後の研究にまっ

外はない．

しかしながら，上記の諸事実から，犬鉤虫の卵から第3

期幼虫までの期間においては，著者が行った諸実験の

範囲に関する限り，鉤幼虫の発育には，哺乳動物の38 °C

という体温の影響ということは，ほとんど考慮するに

及ばないようである．

また感染型である第3 期幼虫は，生体内に入れられれ

ば，38°Cという温度は，最適の温度で ある筈である．

ところが，今回の実験成績によれば，約38 °Cのマウス

体内におけるよりも，26～32°Cという低い温度である

蛙体内における方が，よりよい発育状態を見せている．

この事実乱 非常に矛盾を含んだ事実である．また，

マウスは，犬鉤虫の固有宿主である犬と同じ哺乳動物で

あるのに，蛙は全く縁の遠い両棲類であるから，尚一層

矛盾に感じられる．

このこと仏 第3 期幼虫の発育には，温度条件よりも

他の条件の方がより大きく関与していることを示してい

る．しかも，その“他の条件”とは，栄養的にか，なに

か両棲類において，哺乳類よりもよりよく満足されると

いうようなものになることになる．

このような“条件”が，一体何であるかということは

今後さらに，各種の検討が加えられねばならぬ問題であ

ろう．

これらの第3 期幼虫は，マウス体内でも蛙体内で仏

ある程度以上は発育しないが，死滅もせず，長く生存す

る．この事実は，従来から固有宿主と非固有宿主とをわ

かっ要因の関与する問題として多くの研究者の考察の対

象になっているものでもあり，現在でも，未解の問題で

ある．著者もこれについては， 云々することはできなV

气

次に腹腔内に移入せられた第3 期幼虫は，マウスの場

合には，腹腔内に何らの病変も惹起することなく，幼虫

は主として筋肉中，特に腹筋に移行してしまい，そこで

長く生存する．

しかるに，蛙の体内では上腹部の諸臓器表面に形成さ

れた白斑結節中に多くとりこめられ，そこで生存すると

いう所見が得られたことは興味深い．前者の場合には，

生存し，みずから活発に移行する鉤幼虫であり，局所の

病変形成をつくる前に移行してしまうものとして解し得
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るが，後者の場合は，みずからかなり活発に運動する幼

虫が数十隻仏 虫卵群の場合と同様に，1 つの結節内に

とりこまれると言うのであるから非常に興味あることで

ある．

マウス体内では，虫卵及び虫卵から孵化した幼虫が，

この様な白斑結節内に多く見られるのであるから，蛙の

場合では，犬飼虫の第3 期幼虫（あるいは，第2 期幼虫）

は，マウスに於ける虫卵と同じ扱いを受けていると言う

ことになる．

元来，哺乳動物の寄生線虫は，哺乳類の非固有宿主体

内では，筋肉，皮下あるいは臓器中に，第2 期あるいは

第3 期幼虫としてとどまることが多く，上記の場合のよ

うに，白斑結節中にとどまるものは少い．

尚，一般に，蛙体内には，正常の場合で仏 腹腔に限

らず，胸腔，その他にも，線虫，吸虫をとわず非常に多

種類の寄生虫が，しかも極めて多数に寄生している現象

が殷々見受けられるがその様な生体に，異種の幼虫が侵

入した場合はどうであろうか．一応蛙の生体防御反応と

して，とる態度に2 方向のものが考えられる．

第1 は，蛙には寄生虫に対して何らかの適応性があっ

て，侵入した幼虫に対しても，蛙の内的環境に障害を与

えない何ものかをもっていると想定出来る場合である．

第2 には全く反対に異種のものに対しては，極めて強い

抵抗性をもっていて，侵入した虫体の運動を抑制して，passive

に，生体の反応にみずからをまかさせてしまう

と言う態度をとる場合である．

本実験に於ては，一度に数十隻と言う多数の幼虫が，

一団となって白斑結節を作り，しかも長く生存し，活発

に運動しているのであるから，第1 の場合を先ず考えざ

るを得ないのであるが，しかしながら，病理組織学的所

見は，第2 の場合であると考えざるを得ない様な結果を

示している．すなわち，侵入した幼虫は，腹腔内の腹膜

（網膜）にとらえられ，大小不同の蜂窩巣状の虫体結節

として認められることである．そしてそこには，各種の

形態で現われる幼虫の断面，幼虫に由来すると考えられ

る虫体の変性崩壊像，更に凝固壊死像等が認められた．

また，一方上記の病理組織学的所見とは別個に侵入幼

虫がpassive な行動をとる興味ある事実として，その様

な虫体結節が，マウスの左下腹部から多数の幼虫群を注

入したにも拘らず，必ず上腹部諸臓器及び，横隔膜下面

に形成されていると言うことである．この事実は，一応

自動性のないものと考えられる虫卵群を注入した場合

に，マウス，蛙ともに，上腹部諸臓器表面に白斑結節を

形成す る知見と全く一致し，こ の点で 乱 蛙腹腔内 の前

幼虫は，マ ウス腹腔内に於ける 虫卵 と同じ扱い を受けて

いる と言 うこ とにな る．木原（1938）は腹膜腔内 のリンパ

の流 れは，す べて下腹部 から，横隔膜下面に集 まるこ と

を墨汁について証明し，始 めて記載し たが，柳井（1959　a）

も鍍銀 蛔虫卵 を用い た諸実験に よって腹腔液 の流れを観

察して，幼 虫移行経路について論じてい る．し かし，今

回 は，前幼 虫を用いて の実験であ るた め，従来 から屡々

論ぜ られた鈎幼 虫肺臓 への移行 経路について の論点に重

要 な基 礎的知 見を補 捉し 得たものと考える．

猫や 大を固有 終宿主とする有棘顎囗虫（Gnath の加，砲

砂加igerum ） は， 第1 中間宿主のケンミジンコ類の体内

で第2 期幼虫となり， それが第2 中間宿主の魚類や両棲

類にとられる と， その筋肉中に第3 期幼虫として， 被嚢

してとどまる．人がこれらの魚類を生食 すると，第3 期

幼虫は，皮下その他を移動し，い わゆる移動性限局性瘤

腫 （顎口虫症）を起こす．

とにか く， 有棘顎 口虫は， 両棲類や 魚類中に おいて

仏 筋肉中に とどまる のであ る． ところが，犬鈎 虫の第3

期幼虫 （第2 期幼 虫を含 む）は，前記 のよ うに，白斑

結節 内に とられ，そこで とどまるのであ る．

この様に，宿主 と寄生虫 との関係性におけ る興味あ る

複雑性が観察せら れる．

次に蛙腹腔内に，そ の第3 期幼 虫を注入した場合，腹

腔 内に 白斑 結節 を形成 が著 明に出

現し てい たこ とは， マウスの揚合 と比較して，大い に異

なる点 である． その白斑結節の圧平標本 では，幼 虫は，

マウスの場合 より， より先 に生育 し，中 に原始 囗嚢を形

成 して第4 期 初期に迄達 したと思われる幼 虫を証明出来

た．しかるに一方 病理 組織学的所 見では，先 に記し た様

にい ろい ろの幼虫体断面の他に， 幼虫に由来 ナると思わ

れる虫体の変性崩壊像，更 に凝固壊死像が認 められた．

この様な所見は， 結節内で幼虫が発育する一方， 死滅し

てい くものがあることを示してい る．更に細胞浸潤の度

合 蝠 変性崩壊像のまわ りに著明であっ た． このことは

何ら かの崩壊した虫体物質の作用が， たんに，好酸球に

限らず局所的病変に浸潤する細胞の出現性に関与す るの

ではない かと考 えら れる．

ここに於いて，好酸球率増多 の発生を比較考察してみ

るこ とに する．

今迄 の所見で は， 虫卵期 のも のには，一応そ の起性は

証明 されない．し かるに第3 期幼 虫によ る病変に は，好

酸球率 は著 るし く増加す る．そして，第3 期及び第4 期

（466 ）



幼 虫 を含んだ病巣 を犬に経口投与した固有宿主復帰実験

では， 更にこの傾向か強い． すなわち， 幼虫の発育にっ

れて増多することを示している．この事実は， 好酸球 の

起生性物質（或いは， 感作抗原物質を含む）の発生が，

幼虫の発育の段階で分化生成されると云 う考えを示唆 す

るものではな かろ うか．

蛙腹腔内の 虫卵結節中の 犬 飼虫幼虫は， 犬に 感染し

て，成 虫となり， 産卵するに至っ たのであるが， この事

実は，感 染せしめた幼虫が正常な犬鈎虫の感染 能を持つ

幼 虫であっ たとい うことを意味する以 上に， このこと自

体につ いて，更に論ずる必 要のない ことであろう．

し かしながら， 体内に大鈎虫の感染 型幼虫を持っ た蛙

や 淡水 魚を大が捕 食する機会は， とくに， 大が半野生化

した場合には当然ありうるであろ うから，蛙や淡水魚 が

犬 飼虫の中間宿主としての役割 を果す ことはありうると

い うことを示唆 する事 実ではあろうと思 われる．

ま と め

犬鈎 虫の初期 発育卵 が，犬飼 虫の非固有宿主 であ るマ

ウスの，し かも 異所組 織で ある腹腔内 に入 れ られた場

合，果して 孵化 発育するかどうか， 発育 するとす れば，

どこ迄 発育 するかを検討し， かっ，宿主側 のマ ウス組織

の反応 をみた．

また，こ の未発育卵お よび第2 ．第3 各期幼 虫を，体

温30 ゜C 前後 に保 ちうるト ノサマガエ ルの腹腔内に注入

し て，そ の態度 ．運命．蛙組織 の反応 を見 た．

そしてそれらを通 じて，い わゆるhost －parasite　relati－onship

についての 再検討 を こころみた． そ の外，マ ウ

ス ．蛙 の犬鈎虫の中間宿主 として の役割について も検討

を加 えた．そ の結果，次 のような結果 が得 られた ．

1） マ ウス の腹 腔内に入 れられた犬飼 虫の初期発育卵

（8 細胞期まで）は，38°C とい う発育に 好適で ない高

温下に もかかわらず，マ ウスの上腹部諸臓器表面に形成

され る白斑結節中において，すみや かに発育して幼虫が

孵化し，さ らに脱皮 を行っ て第2 期幼虫にまで発育して

のち，死滅，吸収 され る．

2） マ ウスの腹腔内に入れ られた犬前虫の第3 期幼虫

は，主 として，腹筋その他の筋肉中において， ほとんど

発育せず，長く生存す る．

3） トノサマガエルの腹腔内に入れられた犬鈎虫の初

期発育卵 （8 細胞期まで）は，26 ～32゜C とい う， その

発育に好適な温度下にかかわらず， 上腹 部諸 臓器表面に

形成 された白斑結節中におい て， マ ウスの場合 と同様に
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孵化はす るが，第2 期幼 虫に までしか発育せず，死滅 ．

吸収され る．

4） トノサマガエ ルの腹腔内に注入 された第3 期幼 虫

は，マ ウスの場合 とは異な り，上腹部諸臓 器表面に形成

された白斑結節中に とられて，26 ～32°C とい う， その

固有宿主体内におけ る発育好適温度 よりも非常に低い 体

温下にも かかわらず，好適温度下 のマ ウス筋肉中におけ

るよ り仏 検出さ れる数 も多 く， よりよく発育し， 体幅

も体長も大きくな り，中には原始 口嚢 を形成 し，雌雄 の

別さえ判別し得 るに到 るものもあ る．そ うして， 長く生

存 する．

5） トノサマガエルに注入された卵 から孵 化した幼虫

は， 第2 期幼虫にまでし か発育しない のに， 注入 された

濾 紙培養による第2 期幼虫は，第3 期幼 虫の後期にまで

発育し， 長く生存する．

6） 注入された第3 期幼虫は，マ ウス体 内では主とし

て筋肉中に生存す るのに， 蛙体内では主 として， 上腹部

の諸 臓器の表面に形成された白斑結節中に見 られる．

7） 鈎幼虫を用い，必ず，下腹部の一定部 位から注入

したに拘らず， 毎常横隔膜下面や，上腹部 の諸 臓器表面

の白斑 結節中に，多 数の幼虫が見 られ ると云 うことは，

蛙 の異種幼虫に対 する防御反応の特殊性 と云 うことにも

興 味がある．更 にこのことは， 従来 から約幼 虫の肺臓 移

行経路につい て， 屡々論ぜられた固有あるい は， 非固有

宿主体内に於け る幼 虫移行 経路に関し，腹腔液（リンパ）

の流 れと云 うpassive な因 子が 重要であ る と 云 う観点

に， そ の基礎的 な1 つ の 知見を 補足 し 得た と考 えられ

る．

8） 第3 期幼 虫を注入 して，7 日目と10 日 目との， ト

ノサマガエ ルの上腹部 諸臓器表 面の白斑結節中 の犬鈎虫

の第3 期後期 ない し第4 期 のごく初 期と思え る幼 虫を，

犬に経 口投与し たところ，犬腸 管内におい て，成 虫とな

り，産卵す る．

9） 何 らかの機会 に犬鈎 虫第3 期 幼虫がマ ウスとくに

ト ノサマガ エルの体 内にとりこまれることはあ りうる．

こ の場合 はその体内におい て長く生存し， かっ ， 少しで

もよ りよく成長 するから，大 がこれらの動物 を捕食 すれ

ば，こ れらの動物 は，犬鈎 虫の中 間宿主的 の役割 を果 す

ことにな ると考 えられる．

10）犬鈎虫 の虫卵あ るい は第3 期幼 虫を腹腔内 に移入

されたマ ウスの末梢血液像において は， 白血球数 の増 加

も好酸 球率の増加もみ とめられない．

しかし，蛙体内の第3 期幼虫 を3 ヵ月 の仔犬に 経口感

（467 ）
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染 させると，仔犬 の末梢血におい ては， 白血球数ならび

に好酸球率 の顕著な増加がみとめられる．

n ）犬鈎 虫卵をマ ウス腹腔内に注入した場合，上腹部

諸臓器表面に形成される白斑結節は， 病理組織学的には3

層 の構造 からなっ ており，虫卵は中層の類上皮細胞層

に認 められるが，虫卵から孵化した第2 期幼虫は，遂に

み とめられなかっ た．また組織学的には，大単核球・小

単核球 ・リンパ球様細胞・好中球な どを主 とした細胞浸

潤 が非常に顕著であ るが，これは卵の変性・崩壊するも

の， または非常に速や かに孵化した幼虫の死滅す るもの

が多い ために螺集し たものと考 えられた．一般に好酸球

の出現 は極 めて貧弱な ものであっ た．

12）第3 期幼虫に よっ てトノ サマガエル腹腔内に形成

さ れた白斑 結節は，外見上 からは，虫卵 をマ ウスおよびカ

エ ルに注入した例と全 く同様の ものであっ た．し かし病

理組織 学的所見では相当の相違が認 められた．第3 期幼

虫（第2 期幼 虫のものを含 む） を蛙 の腹腔に注入した場

合 の，上 腹部に形成 される白斑結節 は，組織切片で は各

種形 態の幼虫体断面，およびそ の変性崩壊物 ・凝固壊死

物 を含 む大／Jヽさまざまのほぼ円形 の小結 節のあっ まる蜂

窩巣状 の集 合体からなってい た．細胞浸潤 は虫卵 の場合

に 比し軽 度であっ たが，好酸 球の浸潤 は， 稍著明 であっ

た．

13）犬鈎虫固有宿主復帰 実験 も含 めて，上記 の成績 か

ら好酸球出現の比較 考察を試みた．す なわち， 虫卵期 の

代 謝または崩壊物質 ならび に孵化幼 虫初期（第2 期 幼虫）

には好酸球起生性 が殆 んど証明されない ．然るに第3 期

幼虫を注入し発育し た病変 部には好酸 球は著るし く加わ

る． また，犬に経口投与し て第4 期 ・第5 期と進むにっ

れて，尚顕著に著増する傾向が認められる． この事実か

ら，好酸球発現には， 幼虫の発育の段階で，起生性物質

の存在 を推論した．

14）浸潤細胞は， 変性崩壊過程にある虫卵， あるい は

幼虫 のまわりに， とくに出現度が高く， 第3 期幼虫を注

入した場合に形成される病変部で 仏 その傾向は同様の

出現度 を示した． したがっ て，今回の実験観察し得た範

囲にあっ ては，病変の形成には，虫体物質の吸収が，そ

の起生性 に相当に関与す る結果 を示す ものである と考え

られた．

15）上 記の諸所見に もとづ き，各種 の考察 が行 われた

が， その結果，犬鈎虫卵 は，哺乳動物であ るマ ウスの腹

腔 内にて， 孵化し，第2 期幼 虫に まで発育ナ るが，そこ

で変性 ・融解・吸収 されるとい うこ とよ り犬鈎 虫の自家

感 染 の 可 能 性 は ， さ ら に 減 少 し た と 考 え ら れ た．

16 ） 第 二 に ， 今 回 の 実 験 条 件 の 範 囲 に お い て は ， 犬 鉤

虫 の 卵 の 発 育 ・ 孵 化 ， 幼 虫 の 発 育 ・ 生 存 とい う現 象 に は

温 度 の 影 響 は， ほ と ん ど 無 視 す る こ とが で き ， 温 度 条 件

以 外 の 条 件 が 大 き く 関 与 す る も の で あ るこ と が よ りた し

かに なっ た ．

以 上 の 諸 所 見 に も と づ き， 宿 主 寄 生 虫 関 係 に つ い て の

各 種 の 考 察 が 行 われ た ．

本 論 文 の 要 旨 は， 第18 回 日 本 寄 生 虫 学 会 西 日本 支 部

会（1962 ）， 第32 回 日 本 寄 生 虫 学 会（1963 ）， 第20 回 日本

寄 生 虫学 会 西 日 本 支 部 会 （1964 ） に 於 い て 発 表 し た ．

稿 をお え る に当 り， 御懇 篤 な る 御 指 導， 御 鞭 撻 を賜 っ

た 恩 師 ， 岩 田繁 雄 教 授 は も と よ り 御 厚 意 あ る 御 助 言 をい

た だい た本 学， 田 部浩 教 授 に深 甚 な る 謝 意 を表 す る と と

も に， 終 始 御 助 言， 御 協 力 を い た だ い た 教 室 の柳 井 富 夫

博 士 ， 病理 組 織 像 に つ い て 御 教 示 下 さ っ た 当 大 学 病理 学

教 室 の中 田 助 教 授 の お 二 方 に 厚 く 御 礼 申 し 上 げ た い ．
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写　　 真　　 説　　 明

1 ～9　 マ ウス の腹腔内に注入 された，犬 鉤虫子宮内卵 の発 育， 孵化， 死滅，崩壊，吸収 過程を示 す．1

．　2．仔 虫に発育，3．孵化，　4．　5．第2 期幼 虫に発 育，6 ．～9． 膨化変性，崩壊，吸 収過程の像，

10～18　 蛙 の腹腔内 に注入 された幼虫の発育過程を示す．

10．胃月ヽ彎部に形成さ れた臼斑結節，　11．　12．第2 捐幼虫を注入して， 食道 の増長， 第3 期後期に発

育．13 ～16． 第3 期幼 虫を注入 して， 著明 な体長 体幅の増長， 発育を示す．17 ～18 原始 囗嚢形成．19

～26　 病理組 織学的所 見．

19． マウスの腹腔内横隔 下面 に形 成された虫卵結節（白斑結節） 断面，20～22 拡 大写真（本文参照）23

娃月ヽ網に形成 された虫体結節（白斑結節），　24～26 拡大写真，本文 参照．

！・〃 ／〃 ／〃 ノ〃 ／〃 ／〃 ／〃 ／〃 ／〃 ／丶1

！　Abstract　i

に

，． ．． ．． ，． ．． ．． ，． ，j

STUDIES　ON　LARVA　MIGRANS　WITH　SPECIAL　REFERENCE　TO　THE

DEVELOPMENT　AND　BEHAVIOUR　OF　EGGS　AND　LARVAE　OF

CANINE　HOOKWORM　IN　ITS　ABNORMAL　HOST

Atuh ！RO　KIDA

（Dep ・art　men　t　of　1り’ye”nal　Aをj 汕・w，　0゙ だj を ぬ冫“Z　C °liege・Osaka ）

In　order　to　eχamine　the　host－parasite　relationship　from　a　new　and　free　point　of　view ，　aseries

of　observations　have　been　carried　out　by　the　author　on　the　articles　described　below　；　1．the

behaviour　and　fate　of　eggs　of　canine　hookworm　 （yl。cyloiぱa。ta　cam・，x。m ）　inoculated　into　theabdominal　cavity　of　mouse

，　an　erratic　portion　of　abnormal　host　of　canine　hookworm ，　and　thetissue　reaction　of

mouse 　in　this　case．　2．　the　behaviour　and　fate　of　the　eggs　and　second　orthird　stage　larvae　of　canine　hookworm　inoculated　into　the　abdominal　cavity　of　frog

　｛Rananigro

・naculata ），　keeping　at　about　30°C，　and　the　tissue　reaction　of　the　frog　in　this　case。

By　means　of　these　observations　the　following　results　were　obtained 。

1）　Early　development　stage　eggs ，　eight　cells　or　less，　of　canine　hookworm　inoculated　intoabdominal　cavity　of　mouse

　develop　and　］arvae　hatch　out　and　furthermore　the　larvae　reach 　secondstage　in　white　granulation

tissues　formed　on　surface　of　various　organs　in　upper　abdomen．　Thesesecond　stage　larvae

are　disintegrated　and　absorbed　within　two　weeks 。

2）　Early　development　stage　eggs ，　eight　cells　or　】ess，　of　canine　hookworm　inoculated　intoabdominal　cavity　of　frog

，　keeping　at　26－34゚ C，　develop　and　larvae　hatch　out　in　the　white　gran－ulation

tissues　formed　on　surface　of　various　organs　of　upper　abdomen ．　In　spite　of　the　environ－mental

temperature　is　26－32°C，　the　hatched　larvae　do　not　reach　the　third　stage　and　disintegratedand　were　absorbed　at　the

　second　stage　as　in　case　of　mouse．

（473 ）
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3）The　third　stage　larvae　inoculated　into　the　abdominal　cavity　of　Rana　 μ皈Γomacu 拓 砲are

packed　into　white　granulation　tissues　formed　on　surface　of　various　organs　of　upper　abdomen

and　live　for　long　time　without　further　development ．

However ，　in　comparison　with　the 　case　of　mouse ，　the　number　of　larvae　observed　in　thefrog　body　is　more

，　the　size　of　larvae　is　larger　and　the　movement　of　larvae　is　more 　vivid．

Noteworthy　things　about　this　case 　of　larvae　are　a　part　of　larvae　become　about　850μinlength

，　form　the　primitive　buccal　capsule　and　become　a　stage ，　the　difference　of　seχ　is　distingui－shable

。

4）　Hatched　larvae　of　canine　hookworm　in 　Rana 　nigromacul μだz　do　not　develop　beyondthe

　second　stage．　But，　when　the 　second　stage　larvae　obtaiりed　by　加 皆び
。culture　are　inoculatedinto　frog　they　can　reach　third　stage　and　live　for

！ong　time ．

5）　When　the　late　third　stage　or　early　fourth　stage　larvae　in　the　granulation　tissues　offrog　abdomen　are

　inoculate　through　mouth　of　puppy ，　about　three　months　old，　these　larvae　becomeadult　in　the　intestine　of　their

　normal　host　and　lay　eggs．

6）　In　the　peripheral　blood　figure　of　mouse　that　eggs　or　third　stage　larvae　of　caninehookworm　are　inoculated　no　increase　of

　leucocytes　or　of　the　rate　of　eosinophilic　leucocytes　is　observed．0n

the　other　hand ，　recognized　increase　of　leucocytes　or　of　the　rate　of　eosinophilics　isobserved　when　the　third　stage　larvae　from　frog　abdomen　inoculated　into　puppy

．

7）　The　white　granulation　tissue　formed　in　frog　is　the　same　as　that　in　mouse　in　severalpoints　

：　outside　view ，　packing　of　eggs　or　larvae　by　the　fiber　cells，　infiltration　of　monocytes　ortissue　cells

．　However ，　in　case　of　frog，　infiltration　of　eosinophilic　leucocytes　is　much　evident　in

●　　　　●　　●comparison　with　m　case　of　mouse ．

（474 ）




